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News Release

菅公学生服×ノートルダム清心学園 清心女子高等学校がものづくりを通じてキャリア教育

「おかやまキラジョシプロジェクト」が遂に完結！

高校生による3年間の学校オリジナルコート制作～販売プロジェクト

菅公学生服株式会社 (本社：岡山市北区駅元町、代表取締役社長：尾﨑 茂 以下：菅公学生服)は、ノートルダム
清心学園 清心女子高等学校 NDSU進学コース（倉敷市二子、校長：三宅 聖子）を対象に、輝く女性の育成を目
的とした産学連携のキャリア教育プロジェクト「おかやまキラジョシ（女子）プロジェクト」を推進してまいりました。
2021年10月9日、3年にわたったプロジェクトの最終報告会が行われました。

2019年4月より始動した本プロジェクトは、ものづくりを通じて学ぶ、実践的な社会人経験を培う取り組みで
す。当社と同じ岡山の地で女子教育に取り組まれているノートルダム清心学園とともに、「輝く女性を岡山で育み
たい」との思いからはじまりました。「清心中学校・清心女子高等学校のオリジナルコート企画」をテーマに、商品
企画からスタートして、商品の魅力発信や販売、モニタリング調査まで、3年という長いサイクルにわたって体験し
ていただきました。最終報告会では３年間の活動をまとめた動画の披露、生徒一人一人の活動振り返りコメント
と未来の自分に向けた宣言を行いました。

菅公学生服では、これからもスクールユニフォームメーカーとしての「ものづくり」に加え、子どもたちの人間力
や社会的な資質・能力を高めるためのキャリア教育事業、学校の魅力を高める学校コンサルティング事業を通し、
子どもたちの夢と学びを応援してまいります。



【おかやまキラジョシ（女子）プロジェクト概要】
ものづくりを通じて、実践的な社会活動のサイクルを学ぶプロジェクトです。生徒たちは「知る」「考える」「行動す
る」の3つをテーマに、観察力や課題発見力、創造力、コミュニケーション力など社会で生きる力を実学の中で身
につけていただきます。プロジェクトは菅公学生服の女性社員が中心となって進行。これからの社会で夢を実現
していくために必要となるチカラを、女性ならではの視点、女性ならではの細やかな配慮などと共に生徒たち
に伝えています。

■期間 2019年4月～2021年10月
■対象 ノートルダム清心学園 清心女子高等学校 NDSU進学コース 生徒32名
■スケジュール 2019年度 学校オリジナルの「コート」を企画しよう

①旧コートの課題抽出
②自分たちで考えたコート企画のプレゼン
③コートのデザイン検討＝生地・附属品選び

2020年度 企画商品の魅力を発信しよう
①販促活動・商品の魅力発信
②販売参加・採寸体験

2021年度 企画商品のモニタリング調査をしよう
■活動動画 https://youtu.be/4bpMoAJMP9A

https://youtu.be/4bpMoAJMP9A


以上

・菅公学生服株式会社 プロジェクト進行担当 長尾 桐帆

「弊社としても、３年間という長期のプロジェクトは初の試みでした。
ものづくりにとどまらない取り組みということで、どうすれば生徒
たちのより良い経験に繋がるか、都度模索しながらの実践となりま
したが、先生方・生徒たちの積極的なご協力のおかげで無事に進行
することができました。最終報告会では、企業や社会人との関わり
と活動に対する感謝の言葉をいただき、未来の自分に向けた宣言
では一人一人の頼もしい姿が見られました。貴重な３年間の高校生
活の学びの中で、このプロジェクトが成長の一つに繋がっていたら
嬉しいです。今後、姉妹大学での学生生活を経て社会に羽ばたく生
徒の皆さんの輝く未来を応援しています。」

【関係者コメント】
・ノートルダム清心学園 清心中学校・清心女子高等学校 副校長 森 雅子先生

【学校法人ノートルダム清心学園 清心中学校・清心女子高等学校】
今年135周年を迎えた清心中学校・清心女子高等学校は「心を清くし 愛の人であれ」という校訓のもと、感謝と
奉仕の心を持ち、真の教養と良識の備わるバランスのとれた女性を理想像としています。
すべての人がかけがえのない存在であるという人間観を確立し、喜んで惜しみない努力で責任を果たすことがで
きる人になるよう、独自の教育内容を充実させています。

【菅公学生服株式会社】
1854年(安政元年)創業。学校制服・体操服に代表される「ものづくり」と子どもたちが未来を生きるために必要
な力を育む「ひとづくり」を通じて、子どもたちと学校を取り巻くさまざまな社会課題を解決するスクールソリュー
ションカンパニー。

【プロジェクト参加メンバーコメント】
・清心女子高等学校 NDSU進学コース3年生の生徒の皆さんのコメント抜粋

「商品を一から作り上げていくという一般の高校性では経験できないよ
うなプロジェクトでした。マーケティングや課題抽出は、将来社会人にな
ったときに役立ちそうだと感じました。」

「会社と同じような実践的な活動を行えたことは自分の大きな経験とな
りました。最初はわからなかったことも、社会の仕組みに沿って社会人
の方が一緒に考えてくださることがとても楽しかったです。」

「自分でコートの便利な点、機能性などを考え、みんなで意見を出すこと
で主体性やコミュニケーション能力が身についたと感じます。プレゼン
テーションでは、グループで話し合ったことをまとめて伝える力が身に
つき、社会に出てからも役立つと感じました。」

「2019年4月からの新制服採用と併せて始まったプロジェクトです。
経済産業省から社会人基礎力を磨く必要性が提唱されている中、わ
れわれも学校の中だけでは育たない力があると感じていたので、ぜ
ひ産学連携で女子のキャリア教育に取り組もうということになりまし
た。こちらが希望をしたのは、「包括的な内容であること」「振り返りを
しっかりすること」の二点のみでした。そこへ、これだけのプロジェクト
のプランが出て実施いただけたこと、企業の力を感じました。若い人
たちを育てるということは社会にとってすごく大事なことです。若い
人たちが育っていかなければ社会はよくなりません。そういった目に
は見えないけど大事なものに菅公学生服さんが投資してくださった
ことに感謝いたします。」


